
 

 

 

 
 

歴
史
上
よ
り
見
た
る
鷹
丘
地
区 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

名
古
屋
市
立
大
学
名
誉
教
授 

  
 

藤
井 

隆 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

元
豊
橋
市
美
術
博
物
館
館
長 

 一
、 

飽
海
河
に
よ
る
街
道
の
二
つ
の
道
筋 

〈
豊
川
〉 

 
 

 
 

○

飽
海
河
の
渡
船
（
し
か
す
が
の
渡
） 

 

○
今
橋
架
橋 

貞
応
三

年

１
２
２
４

頃 

 
 

 
 
 

承
和
２
年

８

３

５

六
月
二
九
日
太
政
官
符
初
見 

 
 

 
 

 
 

国
府
―
渡
津
（
小
坂
井
）
―
飽
海
渡
―
高
師
―
浜
名 

○

豊
川
よ
り
飽
海
河
渡
河 

国
府
―
本
野
ガ

原
―
豊
川
―
飽
海
河
渡
河
―
峯
野
原 

（
玉
川
、
森
岡
、
忠
興
）
―
多
米
―
岩
崎
―
雲
谷
―
浜
名 

 

二
、 

峯
野
の
原 

 

       

 

○

今
橋
城

牧
野
古
白 

永
正
二

年

１
５
０
５

築

＝
一
名
峯
野
城 

 

○

本
坂
通

（
姫
街
道
）

＝
豊
川
宿 

（
吉
田
城
）
大
永
二

年

１
５
２
２

頃
改
名 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
  

―
飽
海
河
渡
河
―
本
坂
峠 

 

峯
野
の
原
は
本
坂
通
よ
り
南
、
弓
張
山
系
の
西
、
飽
海
河
の
東
、 

南
限
は
岩
田
辺
ま
で
位
の
、
平
野
を
云
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

す
る
と
そ
の
南
北
の
中
心
の
東
が
忠
興
、
西
が
牛
川
と
な
る
。 

三
、 

忠
興
山
竜
雲
寺
建
立
と
銭
亀
池 

正
保
二
年

１
６
４
５ 

忠
興
山
竜
雲
寺
（
開
山
）
竜
雲
和
尚 

本
尊
、
一
宝
観
音 

△
細
川
幽
斉
自
作
、
子
の
忠○

興○

に
与
え
た
。 

同 

年
中 

吉
田
藩
が
銭
亀
池
（
殿
様
池
）
を
造
る
。
△
小
笠
原
家
の
時 

承
応 

年

中

１
６
５
２
～
５
５

竜
雲
寺
が
開
発
に
力
を
入
れ
、
山
号
が
村
名
と
な
り 

忠
興
村
お
こ
る
。 

海
道
記 

貞
応
二

年

１
２
２
３

作
者
不
明(

伝
源
光
行) 

か
く
て
本
野
が
原
を
過
れ
ば
。
懶
か
り
し
蕨
は
春
の
心 

を
生
替
り
て
。
秋
の
色
う
と
け
れ
ど
も
。
分
行
駒
は
鹿 

の
毛
に
見
ゆ
。
時
に
日
重
山
に
か
く
れ
て
。
月
星
躧
に 

顕
れ
ぬ
。
暁
を
は
や
め
て
豊
河
の
宿
に
と
ま
り
ぬ
。 

深
夜
に
立
出
て
み
れ
ば
。
此
川
は
な
が
れ
ひ
ろ
く
水
ふ 

か
く
し
て
。
ま
こ
と
に
ゆ
た
か
な
る
渡
也
、
河
の
石
瀬 

に
落
ち
る
波
の
音
は
月
の
光
に
こ
え
た
り
。
河
邊
に 

･･･

三
行
略･･･

 

十
日
。
豊
河
を
立
て
野
く
れ
里
く
れ
は
る
ば
る
と
す
ぐ
れ
ば
。 

峯
野
の
原
と
云
所
有
。
日
野
の
草
の
露
よ
り
出
て
若
木
の
枝
に 

の
ぼ
ら
ず
。
雲
は
峯
の
松
風
に
は
・
・
・
・ 

  
 

東
関
紀
行 

 

仁
治
三

年

１
２
４
２ 

作
者
不
明 

豊
河
と
云
宿
の
前
を
う
ち
過
る
に
。
あ
る
者
の
い
ふ
を
き
け
ば
。 

此
み
ち
お
ば
昔
よ
り
よ
ぐ
る
か
た
な
か
り
し
程
に
近
比
よ
り 

俄
に
わ
た
ふ
葎
の
今
道
と
云
か
た
に
旅
人
お
ほ
く
か
ヽ
る
間
。 

い
ま
は
そ
の
宿
は
人
の
家
居
を
さ
え
外
に
の
み
う
つ
す
な
ど 

ぞ
い
ふ
な
る
。・
・
・
・ 

 



 
四
、 
各
新
田
開
発
と
神
社
創
建 

貞
享
三
年

１
６
８
４

十
月
忠
興
新
田
開
発
時 

忠
興
八
幡
社
創
建
。 

元
禄
三
年

１
６
９
０

四
月
小
鷹
野
新
田
開
発
時 

小
鷹
野
神
明
社
創
建
。 

同 
頃 

 

中
沢
新
田
開
発
時 

中
沢
神
明
社
創
建
。 

（
明
治
二
六
年
石
巻
平
野
へ
遷
座
） 

 
 

 
 

 
 

同
十
六
年

１

７

０

３ 
野
川
新
田
開
発
時 

野
川
神
明
社
創
建
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
昭
和
三
二
年
忠
興
八
幡
社
に
合
祀
） 

 

五
、 

信
明
公
代 

（
明
和
七
年

１
７
７
０
～

七
月

１
８
１
７

十
二
日
～
文
化
十
四
年
八
月
二
八
日
） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

付
、
享
保
十
一
年

１
７
２
６

八
月
五
日
松
平
伊
豆
守
（
信
祝
）
牛
川
原
に
て
立
稽
古
、
馬
上
三
十
騎 

安
永
八
年

１
７
７
９

十
一
，
十
三,

今
日
吉
川
辺
へ
六
ッ
半
時
御
供
揃
に
而
鉄
砲
被
為
入
候
。 

安
永
八
年
十
一
，
二
九,

今
日
六
ッ
時
前
よ
り
御
鷹
野
被
為
入
候
。 

△
大
村
の
内 

安
永
八
年
十
二
，
三,

今
暁
七
ッ
半
頃
御
鷹
野
被
出
御
、
大 △

蚊
里
村
二
而
…
御
昼
休
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瓜
郷
村
二

而
御
膳
被
召
上
。 

安
永
八
年
十
二
，
五,

今
日
六
ッ
半
頃
御
鷹
野
居
二
牛
川
辺
被
為
入
候
。 

 

安
永
八
年
十
二
，
十
三,

今
朝
六
ッ
時
よ
り
御
鷹
野
え
御
出
候
、
柳
橋
下
モ
ニ
テ
… 

 
 
 
 
 
 
 

そ
れ
よ
り
羽
田
村
内
二
而
…
そ
れ
よ
り
住 △

吉
村
御
昼
休
み
。
△
大
村
よ
り
分
れ 

 
 
 
 
 

安
永
八
年
九
月
三
，
五,

金
田
村
へ
御
獅
子
狩
、
御
帰
七
ッ
半
時
過
也
。
△
石
巻
山
南
麓 

  
 
 

 
 

天
明
四
年

１
７
８
４

三
，
十
七,

御
鷹
野
に
大
鷺
に
御
鷹
、
頭
つ
つ
か
れ
落
ち
候
、･･･

 

 

右
に
よ
っ
て
、「
御
鷹
野
」
は
特
定
地
を
示
さ
ず
、「
鷹
を
野
に
放
つ
」
つ
ま
り
鷹
狩
り 

を
指
す
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
鷹
狩
り
の
地
も
全
く
不
定
の
状
態
で
あ
る
。 

 

六
、 

信
順
公
代 

（
文
化
十
四
年

１

８

１

７

十
月
十
六
日
～
天
保
十
三
年

１

８

４

２

十
二
月
十
三
日
。
没
は
十
五
年

１

８

４

４

） 

 
 

 

文
政
三
年

１
８
２
０

二
，
六,

殿
様
御
入
（
牛
川
松
坂
家
へ
） 

 
 

文
政
三
年
三
，
一,

殿
様
急
小
休
被
仰
付
候
、
七
ッ
過
御
入
（
同
） 

 
 

文
政
三
年
四
，
六,

殿
様
御
入
（
同
）
御
昼
上
下
凡
五
十
人 

文
政
五
年
五
，
十
五,

殿
様
御
入
（
同
） 

文
政
七
年
二
，
七,

殿
様
御
鷹
野
二

而
御
入
（
同
） 

天
保

中

１
８
３
０
～
４
４ 

忠
興
押
川
地
内
で
芝
居
興
行
あ
り
。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

右
に
よ
っ
て
信
順
公
は
牛
川
松
坂
家
と
特
に
親
し
い
関
係
が
伺
わ
れ
る
。 



 
七
、 
信
璋
公
代 

 

（
弘
化
元
年

１
８
４
４

十
二
月
二
九
日
―
嘉
永
二
年

１
８
４
９

九
月
二
四
日
） 

 
 

 
 

弘
化
二
年

１
８
４
５

八
月
二
六
日
殿
様
牛
川
村
庄
五
郎
方
石
灰
小
屋
御
遊
覧
二
付
。 

御
小
休
被
仰
付
。
（
松
坂
家
へ
） 

 

弘
化
二
年
十
，
十
五,

殿
様
忠
興
辺
二
御
越
、
御
小
休
被
仰
付
。（
松
坂
家
へ
） 

 

弘
化
三
年
五
，
三,

殿
様
石
巻
山
御
参
詣
、
御
帰
路
御
小
休
被
仰
付
。（
松
坂
家
へ
） 

 

弘
化
五
年
六
，
二
七,

牛
川
原
御
鉄
砲
御
覧
二
付
御
小
休
被
仰
付
。
（
松
坂
家
へ
） 

 
 

信
璋
公
が
わ
ず
か
の
間
に
色
々
見
学
参
詣
な
ど
に
つ
と
め
ら
れ
た
方
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。 

殿
様
の
忠
興
行
き
の
初
見
と
鉄
砲
打
御
覧
の
初
見
が
注
目
さ
れ
る
。 

  

八
、 

信
古
公
代 

 

（
嘉
永
二
年
十
一
月
十
五
日
―
明
治
四
年
七
月
十
四
日
廃
藩
） 

 
 

嘉
永
三
年
四
，
一,

殿
様
牛
川
原
御
砲
台
御
覧
―
御
帰
路
御
小
休
被
仰
付
。
（
松
坂
家
へ
） 

 
 

嘉
永
三
年
七
，
二
三,

風
水
忠
興
に
て
も
三
，
四
軒
も
申
越
候
。
△
牛
川
村
に
て
二
軒
倒
候
。 

 
 

嘉
永
四
年
三
，
二
三,

牛
川
原
二
而
芝
居
興
行
。 

  
 

安
政
二
年
八
，
十
八,

殿
様
牛
川
原
御
放
鷹
。 

 
 

安
政
四
年
八
，
二
一,

西
洋
流
大
砲
牛
川
原
二 

 
 
 
 
 
 
 
 

放
テ
今
日
明
日
両
日
有
之
。 

 
 

安
政
五
年
三
，
十
三,

殿
様
…
兎
狩
二
御
出
…
牛
川
御
砲
台
御
出
御
小
休
。
（
松
坂
家
へ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

安
政
五
年
六
，
二
一,

忠
興
小
鷹
野
御
用
捨
米
願
済
。
今
日
村
役
人
長
百
姓
呼
出
し 

申
渡
す
。 

 
 
 
 

 

安
政
五
年
七
，
二
五,

牛
川
原
へ
―
殿
様
八
ッ
時
ヨ
リ
御
馬
二
而
御
自
分
玉
四
ッ 

 
 

御
放
遊
候
由
。 

 
 
 

万
延
元
年
八
，
二
九,

西
洋
流
大
砲
稽
古
二
牛
川
原
へ
罷
出
候
。 

 
 
 

万
延
元
年
十
一
，
十
二,

忠
興
田
二
行
、
親
仁
、
手
前
、
口
入
久
三
郎
、
売
主
助
二
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同
道
、 

文
久
元
年
八
，
五,

牛
川
原
二
而
大
砲
稽
古
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
久
二
年
二
，
二
十,

忠
興
仁
助
田
見
二
行
、
当
人
、
久
三
郎
立
会
。 

文
久
二
年
三
，
五,

仁
助,

忠
興
証
文
昨
夜
又
助
持
参
。 

文
久
三
年
八
，
五,

忠
興
新
田
、
小
鷹
野
新
田
御
用
捨
米
年
限

カ
ギ
リ

願
継
伺
、
△
十
九
日
伺
済
、 

文
久
三
年
八
，
一
四,

薬
師
山
に
て
西
洋
流
大
砲
稽
古
。 

 

元
治
元
年
九
、
十
八,

葦
原
二
而
鉄
砲
調
練
。
△
梅
田
川
右
岸

（
北
）

東
は
高
師
、
西
は
磯
辺
、
北
は
草
間
、 

慶
応
元
年
十
，
十
七,

忠
興
田
見
二
行
、
凡
二
割
半
引
位
。 

慶
応
二
年
十
，
二
四, 

忠
興
田
見
ル
、
凡
五
引
。 

慶
応
四
年
七
，
五,

九
ッ
時
御
供
揃
…
牛
川
原
調
練
為
御
覧
被
為
入
候
。 

吉
田
領
戸
数
調 

 

忠
興
一
三
戸 

九
六
人 

（
安
政
五

年

１
８
５
８

） 
 

野
川
一
戸 

 
 

十
人 

中
沢
一
戸 

 
 

八
人 

小
鷹
野
一
戸 

 

八
人 



  

慶
応
四
年
野
川
の
鶴
之
丞
女
房
、
忠
興
の
男
、
密
通
露
顕
ハ
昨
冬
ニ
テ
合
廿
両
出
シ
其
上

証
書
差
出
シ
、
方
付
二
ナ
ル
。
証
文
ノ
文
面
二
野
川
地
、
通
間
敷
ト
有
、
当
正

月
車
ニ
テ
通
リ
候
処
見
付
、
車
共
二
取
上
ゲ
候
而
、
又
々
論
二
及
候
、
野
川
地

通
行
不
改
書
而
之
証
書
為
書
候
シ
モ
、
書
候
者
モ
不
行
届
、
忠
興
ニ
テ
ハ
相
手

二
成
候
者
無
之
二
付
、
高
井
喜
蔵
頼
掛
合
二
及
候
由
、
鶴
之
丞
云
伏
ラ
レ
候
由
。 

 

時
節
柄
、
大
砲
、
特
に
西
洋
流
大
砲
の
調
練
が
現
れ
る
。
そ
れ
は
原
則
牛
川
原
で

あ
り
、
そ
の
外
の
鉄
砲
や
調
練
も
大
方
牛
川
原
が
中
心
と
知
ら
る
。
又
、
安
政
五
年

の
戸
数
調
で
野
川
、
中
沢
、
小
鷹
野
の
現
地
住
人
が
各
戸
一
戸
で
あ
る
の
は
想
像
外

で
、
こ
う
し
た
新
田
開
発
が
す
べ
て
富
家
、
富
豪
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
使
用
人
が

現
地
に
一
戸
住
む
の
み
と
知
ら
れ
よ
う
。 

 

九
、 

明
治
期 

明
治
五
年
三
月
各
取
高 

 
 
 
 
 
 

忠
興
新
田 

 
 

八
三
石
三
斗
四
升
二
合 

 
 
 
 
 
 

野
川
新
田 

 

百
六
七
石
七
斗
四
升
六
合 

 
 
 
 
 
 

小
鷹
野
新
田 

 

四
八
石
三
斗 

 
 
 
 
 
 

中
沢
新
田 

 
 

四
一
石
一
斗
八
升
一
合 

明
治
十
一
年
七
月
二
十
日
八
名
郡
長
松
井
譲
。
二
七
日
郡
役
所
、
富
岡
村
。 

 

牛
川
村 

旧
牛
川
村
、
若
宮
村
、
忠
興
新
田
、
野
川
新
田
、
小
鷹
野
新
田
、 

中
沢
新
田
、
田
中
新
田
、
波
之
上
村
＝以

上

合
村
。 

 

明
治
三
九
年
七
月
一
日
牛
川
村
と
下
条
村
が
合
併
し
て
下
川
村
と
な
る
。 

 

十
、 

そ
の
後 

 
 

昭
和
七
年
九
月
一
日 

下
川
村
を
豊
橋
市
に
編
入
。〈
牛
川
町
、
下
条
町
〉 

 
 

昭
和
五
三
年

１

９

７

８

四
月 

鷹
丘

西
小
鷹

小
学
校

野
３
丁
目

新
設

７
ー
１

。 

鷹
丘
校
区
＝
忠
興
、
東
小
鷹
野
、
西
小
鷹
野
、
緑
ヶ
丘
。 

  

平
成
二
八
年
七
月
二
三
日 

故
郷
の
歴
史
講
座
資
料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

鷹
丘
文
化
協
会 

 
 
 
 
 
 

 


